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EDUCATION

月
下
旬
の
学
校
。
北
国
で

は
雪
の
中
の
登
校
、
南
国

で
は
春
の
訪
れ
。
細
長
い

日
本
列
島
各
地
で
、
卒
業

式
の
式
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
。
伝
統

曲
「
仰
げ
ば
尊
し
」「
蛍
の
光
」
の
他
に
「
旅

立
ち
の
日
に
」
な
ど
も
歌
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
三
度
目
の
春
。
各
学
校
の
合
唱
練
習
も

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
行
わ
れ
る
。

　

先
の
大
戦
の
際
、
空
襲
で
卒
業
式
の
で
き

な
か
っ
た
世
代
が
あ
る
。
後
年
、
還
暦
や
古

稀
を
迎
え
て
同
窓
生
が
集
い
、
改
め
て
卒
業

式
を
挙
行
し
た
小
学
校
も
あ
る
。そ
れ
だ
け
、

卒
業
式
が
で
き
な
か
っ
た
空
白
感
は
長
く
、

そ
の
世
代
の
人
々
の
心
の
中
に
沈
殿
す
る
の

で
あ
る
。
今
日
の
〈
２
年
生
世
代
〉。
小
学

校
２
年
生
、中
学
校
２
年
生
、高
校
２
年
生
、

大
学
２
年
生
、
社
会
人
２
年
生
は
、
卒
業
行

事
も
入
学
や
入
社
行
事
も
経
験
し
な
か
っ
た

人
は
多
い
。
彼
ら
が
長
じ
て
、
で
き
な
か
っ

た
行
事
を
追
体
験
し
た
い
と
願
う
の
か
。
そ

れ
と
も
、
時
間
の
流
れ
の
中
で
忘
却
の
彼
方

に
追
い
や
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
お
そ
ら

く
は
空
襲
体
験
世
代
と
同
様
に
、
そ
の
世
代

に
し
か
実
感
で
き
ぬ
哀
し
み
な
の
だ
ろ
う
。

　

防
衛
省
は
、
２
０
２
１
年
８
月
14
日
『
は

じ
め
て
の
防
衛
白
書　

〜
ま
る
わ
か
り
！
日

本
の
防
衛
〜
』
を
発
行
し
た
。
Ａ
４
版
30
頁

の
小
学
校
高
学
年
以
上
を
対
象
に
し
た
副
読

本
で
あ
る
。
同
書
は
、国
の
防
衛
の
必
要
性
、

日
本
周
辺
の
安
全
保
障
関
係
、
憲
法
と
自
衛

隊
の
関
係
、
防
衛
の
基
本
政
策
な
ど
に
つ
い

て
、わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
領
域
」
や
「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
な
ど
喫
緊

２

「領土問題」という現実を教科書に明記することについて紆余曲折があった

WEDGE

OPINION

向山行雄
Yukio Mukoyama

敬愛大学教育学部教授・教育学部長

全国連合小学校長会顧問。1950年東京生
まれ。73年横浜国立大学卒業。東京都公
立小学校教員、東京都教育委員会指導主
事、品川区教育委員会指導課長、中央区
立泰明小学校長、全国連合小学校長会会
長、帝京大学教職員大学院教授などを経
て現職。主な著書に『平成の学校づくり
─日本の学校のチカラ─』（第一公報社）
など。

我
が
国
の
学
校
教
育
で
は
長
年
、安
全
保
障
に
関
す
る
内
容
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、領
土
問
題
や
自
衛
隊
の
役
割
を
直
視
す
る
こ
と
こ
そ
、平
和
学
習
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か
。

厳
し
い
日
本
の
安
保
環
境
を
直
視
し

適
切
な
平
和
教
育
を
進
め
よ

教育を
考える

education

子
供
版「
防
衛
白
書
」が
伝
え
る

日
本
の
置
か
れ
た
安
全
環
境
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多
く
の
企
業
が
目
標
と
し
て

き
た
東
京
証
券
取
引
所
へ

の
上
場
。
そ
の
東
証
の
上

場
の
仕
組
み
が
２
０
２
２

年
４
月
４
日
か
ら
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
。
株
式

市
場
と
し
て
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め

の
大
改
革
だ
が
、
果
た
し
て
企
業
は
新
し
い

上
場
維
持
基
準
に
適
応
で
き
る
の
か
。

　

プ
ラ
イ
ム
、ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、グ
ロ
ー
ス
。

新
し
い
東
証
は
こ
の
３
つ
の
市
場
に
衣
替
え

さ
れ
る
。
こ
の
市
場
改
革
で
注
目
を
集
め
た

の
は
、
い
ま
東
証
１
部
に
上
場
し
て
い
る
企

業
の
行
き
先
だ
っ
た
。
投
資
家
や
経
営
者
が

固
唾
を
の
ん
で
見
守
っ
た
、
東
証
に
よ
る
１

月
11
日
の
発
表
は
こ
う
だ
。

　

東
証
１
部
上
場
企
業
は
２
１
８
５
社
。
そ

の
う
ち
１
８
４
１
社
が
プ
ラ
イ
ム
市
場
を
、

３
４
４
社
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
を
選
択
し

た
。
東
証
が
世
界
経
済
を
リ
ー
ド
す
る
企
業

向
け
と
位
置
付
け
、
実
質
最
上
位
と
受
け
止

め
ら
れ
た
プ
ラ
イ
ム
。
そ
の
市
場
を
東
証
１

部
企
業
の
84
・
３
％
が
選
ん
だ
。

　

一
方
で
、
国
内
経
済
の
中
核
と
位
置
付
け

ら
れ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
を
選
ん
だ
の
は

15
・
７
％
。
新
た
に
プ
ラ
イ
ム
市
場
を
創
設

し
て
も
、東
証
１
部
と
代
わ
り
映
え
し
な
い
。

そ
ん
な
指
摘
が
聞
か
れ
る
が
、
本
当
に
そ
う

か
。
問
題
は
１
部
上
場
で
あ
り
な
が
ら
プ
ラ

新しい市場区分のもとで東京証券取引所は国際競争力を高められるだろうか

JIJI

WEDGE  REPORT

動き始めた東証改革
企業価値も高める本物の成長戦略を
東証に新たに創設されるプライム市場。「看板を付け替えただけ」との指摘も聞かれる。
本当にそうか？　企業の「選択」に着目し、東証再編のポイントを読み解く。

文・滝田洋一 Yoichi Takita

日本経済新聞社編集委員・
テレビ東京『ワールドビジネスサテライト』解説キャスター
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魚も漁師も消えゆく日本

復活の方法はこれしかない
四方を海に囲まれ、好漁場にも恵まれた日本。かつては、世界に冠たる水産大国だった。

しかし日本の食卓を彩った魚は不漁が相次いでいる。魚の資源量が減少し続けているからだ。
2020年12月、70年ぶりに漁業法が改正され、日本の漁業は「持続可能」を目指すべく舵を切ったかに見える。

だが、日本の海が抱える問題は多い。突破口はあるのか。
文・ 片野 歩、ヨハン・クアルハイム、茂木陽一、鈴木智彦、真田康弘、島村菜津、森 朝奈、

編集部（木寅雄斗、鈴木賢太郎）

PHOTO : GIORDANO CIPRIANI /GETTYIMAGES
ILLUSTRATIONS : VLADAYOUNG/GETTYIMAGES
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て
い
る
。
確
か
に
そ
れ
ら
が
影
響
し
て
い
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
科

学
的
根
拠
に
基
づ
き
国
際
的
に
議
論
さ
れ
て

い
る
事
実
か
ら
俯
瞰
す
る
と
、
い
か
に
わ
れ

わ
れ
が
「
魚
が
減
っ
た
本
当
の
理
由
」
を
、

大
き
く
〝
誤
解
〞
し
て
い
る
か
が
分
か
る
。

本
稿
で
は
、
客
観
的
な
事
実
を
基
に
、
具
体

的
に
解
説
す
る
。「
間
違
っ
た
前
提
に
よ
る

政
策
」
で
は
日
本
の
漁
業
が
再
興
せ
ず
、
将

来
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

「
日
本
」
と
い
う
限
ら
れ
た
フ
レ
ー
ム
で
見

る
と
、
漁
業
や
水
産
業
は
、
高
齢
化
に
よ
る

後
継
者
不
足
で
、
水
揚
げ
量
の
減
少
に
伴
い

収
入
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
、
大
変
な
一
次
産

業
と
映
る
。
か
つ
て
は
魚
が
た
く
さ
ん
獲
れ

て
海
は
豊
か
だ
っ
た

│
。
そ
ん
な
「
昔
は

良
か
っ
た
」
と
い
う
想
い
が
全
国
津
々
浦
々

に
残
っ
て
い
る
。「
今
年
こ
そ
は
」
と
臨
ん

で
み
て
も
、
残
念
な
が
ら
水
揚
げ
量
は
回
復

す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
る
。

　

な
ぜ
魚
が
獲
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
肝
心
の
水
産
資
源
そ
の
も
の
が
減
っ
て

い
る
か
ら
だ
。

　

世
界
全
体
の
水
揚
げ
量
は
、
天
然
の
漁
獲

量
は
横
ば
い
だ
が
、
養
殖
が
大
き
く
伸
び
て

い
る
。
１
９
８
０
年
代
に
１
億
㌧
で
あ
っ
た

水
揚
げ
量
は
、
２
０
２
０
年
に
は
２
億
㌧
を

超
え
て
い
る
。

文・片野 歩
Ayumu Katano

水産会社社員

20年以上毎年北欧諸国に通い、検品・
買付交渉を続けてきた。2015年、水
産物の持続可能性を議論する国際会
議「シーフードサミット」で日本人
初の政策提言部門最優秀賞を受賞。
著書に『日本の漁業が崩壊する本当
の理由』（ウェッジ）ほか。

録
的
不
漁
」「
こ
ん
な
に
獲

れ
な
い
年
は
今
ま
で
な
い
」

│
。
サ
ン
マ
、
サ
ケ
、
ス

ル
メ
イ
カ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
イ
カ
ナ
ゴ
、
シ
シ

ャ
モ
を
は
じ
め
、
日
本
中
で
魚
が
獲
れ
な
く

な
っ
た
と
い
う
報
道
が
続
い
て
い
る
。「
過

去
最
低
を
更
新
」
と
い
う
言
葉
に
も
、
多
く

の
日
本
人
は
も
は
や
慣
れ
き
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

事
実
、
日
本
全
体
の
水
揚
げ
量
は
減
少
し

続
け
て
い
る
。
１
９
８
０
年
代
の
約
１
２
０

０
万
㌧
を
ピ
ー
ク
に
減
り
続
け
、
２
０
２
０

年
で
は
約
４
０
０
万
㌧
と
往
時
の
３
分
の
１

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

魚
が
減
少
し
て
い
る
原
因
と
し
て
、
①
海

水
温
上
昇
（
数
十
年
間
隔
で
起
き
る
地
球
規

模
の
海
洋
変
動
「
レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
」
を
含

む
）、
②
外
国
船
に
よ
る
漁
獲
、
③
海
の
変

化
に
よ
り
獲
れ
る
魚
が
変
わ
る
「
魚
種
交

代
」、
④
鯨
に
よ
る
食
害
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

「
記

日本の漁業は〝崖っぷち〟に差し掛かっている。水揚げ量は減少する一方だ。
水産国家として再興するには、漁業を持続可能に転換させる他にない。

魚が減った本当の理由
日本の漁業 こうすれば復活できる

PART

1

MIHTIANDER /GETTYIMAGES
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北極圏に位置するノルウェー北部。厳しい環境の中で海に支えられてきたノルウェーは、海を守るために資源管理を導入した

H
ELG

E S
K

AVLA
N

/N
O

R
G

ES S
ILD

ES
A

LG
S

LA
G

文・ヨハン・クアルハイム
Johan Kvalheim

ノルウェー水産物審議会（NSC）
日本・韓国ディレクター

ノルウェー水産大学にて水産学修
士を取得。仏・国立土木学校にて
国際経営学修士（MBA）を取得。
ノルウェー水産大手レロイ、NSC
仏・英国ディレクターなどを経て、
2020年より現職。

業
と
養
殖
業
は
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
に
と
っ
て
成
長
産
業
で
あ

る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
水
産

資
源
は
「
国
民
の
所
有
物
」
で
あ
り
国
が
管

理
し
て
い
る
。
水
産
資
源
管
理
は
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
国
際
的

な
水
産
物
の
需
要
増
加
と
、
そ
れ
に
応
え
ら

れ
る
持
続
可
能
な
水
産
資
源
は
、
国
内
産
業

と
地
域
産
業
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
水
産
物
の

輸
出
額
は
１
２
０
８
億
ノ
ル
ウ
ェ
ー
㌛
（
約

１
・
５
兆
円
）
と
過
去
最
高
と
な
り
、
３
０

０
万
㌧
以
上
の
水
産
物
が
、
１
５
０
近
く
の

国
々
に
輸
出
さ
れ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
水
産

物
輸
出
金
額
は
中
国
に
次
ぐ
、
世
界
第
２
位

で
あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
水
産
物
審
議
会
（
Ｎ

Ｓ
Ｃ
）
は
自
国
水
産
物
の
需
要
と
消
費
の
拡

大
を
担
っ
て
い
る
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
水
産
物
輸
出
に
は
長
い
歴

史
が
あ
る
。
12
世
紀
か
ら
主
に
干
し
ダ
ラ
や

塩
ダ
ラ
と
し
て
輸
出
さ
れ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産

漁

北欧ノルウェーでは漁業が成長産業となっている。その秘訣は厳しい水産資源管理だ。
だが初めからそうだったわけではない。その出発点は、漁獲量の激減だった。

ノルウェーだって苦しかった
資源管理成功で水産大国に

PART

2
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漁業者なくして日本漁業は成り立たないが……

W
ED

G
E

城
県
の
牡
鹿
半
島
の
太
平
洋

沿
岸
に
位
置
す
る
女
川
町
。

ギ
ン
ザ
ケ
と
サ
ン
マ
の
水
揚

げ
量
が
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
こ
の
町

に
は
、日
本
有
数
の
漁
港
の
一
つ
で
あ
る「
女

川
漁
港
」
が
あ
る
。

　

ま
だ
日
が
昇
る
気
配
す
ら
な
い
１
月
20
日

午
前
５
時
│
。
寝
静
ま
っ
た
女
川
漁
港
に

は
２
隻
の
船
が
横
付
け
さ
れ
て
い
た
。
港
を

煌
々
と
照
ら
し
て
い
た
ラ
イ
ト
が
消
灯
す
る

と
、
エ
ン
ジ
ン
が
轟
音
を
響
か
せ
る
。
小
誌

記
者
が
乗
り
込
ん
だ「
第
28
清
水
丸
」
と「
第

62
清
水
丸
」は
白
い
水
飛
沫
を
あ
げ
な
が
ら
、

漆
黒
の
海
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
た
。

　

同
船
団
の
漁
法
は
日
本
の
沿
岸
漁
業
の
代

名
詞
と
も
い
え
る
「
定
置
網
漁
」
だ
。
魚
群

を
探
し
て
漁
に
出
る
他
の
漁
法
と
は
異
な

り
、
文
字
通
り
海
中
の
定
ま
っ
た
場
所
に
箱

網
を
置
き
、
回
遊
す
る
魚
群
を
誘
い
込
む
。

　

出
港
か
ら
約
30
分
。漁
場
に
到
着
す
る
と
、

船
員
は
次
々
と
「
第
62
清
水
丸
」
に
乗
り
移

り
、
50
㍍
ほ
ど
離
れ
た
網
の
端
ま
で
移
動
す

る
。
そ
の
後
、
29
人
の
海
の
男
た
ち
が
海
中

で
袋
状
に
な
っ
て
い
る
箱
網
を
黙
々
と
手
繰

り
寄
せ
な
が
ら
、運
搬
船
の
「
第
28
清
水
丸
」

に
向
け
、
ゆ
っ
く
り
と
近
づ
い
て
き
た
。

「
今
日
は
マ
ダ
ラ
で
す
ね
」

　

船
団
を
率
い
る
泉
澤
水
産
の
泉
澤
宏
代
表

宮

2020年に漁業法が改正され、日本の水産行政は重い錨をあげたように思われた。
だが、取材を進めるとその改革が骨抜きにされている点がいくつも浮かびあがってきた。

70年ぶりに改正された漁業法
水産改革を骨抜きにするな

文・編集部（鈴木賢太郎）

PART
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かつてスルメイカの街だった北海道・函館は、漁獲減とコロナ禍で二重苦の最中にあった（筆者撮影）

文・鈴木智彦
Tomohiko Suzuki

フリーライター

1966年北海道生まれ。日本大学芸
術学部写真学科除籍。雑誌・広告カ
メラマンを経て、ヤクザ専門誌『実
話時代』編集部に入社。『実話時代
BULL』編集長を務めた後、フリーに。
主な著書に『サカナとヤクザ』（小
学館文庫）など。

南
地
区
は
北
海
道
観
光
で
も

屈
指
の
人
気
エ
リ
ア
だ
。
北

海
道
新
幹
線
に
乗
れ
ば
東
京

か
ら
４
時
間
弱
で
北
の
大
地
に
降
り
立
て

る
。
五
稜
郭
や
レ
ン
ガ
倉
庫
、
松
前
城
な
ど

の
史
跡
も
あ
り
、
夜
景
や
温
泉
も
有
名
で
あ

る
。
な
に
よ
り
近
隣
の
漁
港
に
揚
が
る
海
の

幸
は
新
鮮
で
う
ま
い
。
ウ
ニ
、
カ
ニ
、
ア
ワ

ビ
、
ボ
タ
ン
エ
ビ
、
ホ
タ
テ
…
…
。
Ｊ
Ｒ
函

館
駅
前
の
朝
市
は
全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
で
、

海
鮮
料
理
は
函
館
観
光
の
目
玉
だ
。

　

だ
が
、
道
南
の
漁
業
は
大
き
く
様
変
わ
り

し
て
い
る
。
か
つ
て
函
館
の
名
物
は
ス
ル
メ

イ
カ
だ
っ
た
。
漁
期
に
な
る
と
夜
の
海
に
イ

カ
釣
り
船
の
灯
り
が
並
ん
だ
。
だ
が
ス
ル
メ

イ
カ
の
水
揚
げ
は
ど
ん
ど
ん
減
り
、
こ
の
10

年
間
で
約
20
分
の
１
に
落
ち
込
ん
だ
。

「
昔
、函
館
で
は
朝
食
に
イ
カ
刺
し
が
出
た
。

お
い
し
く
、
安
価
で
、
大
量
に
ス
ル
メ
イ
カ

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
今
は
ほ
と
ん
ど

道

漁業者が漁獲枠やルールを守らず「誤魔化し」が横行しては、資源管理は成り立たない。
華やかな水産観光都市・函館の裏側には、日本の漁業が抱える〝難題〟が横たわっていた。

「海は俺たちのもの」
漁師の本音と資源管理という難題

PART
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K
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マグロやサンマのような回遊魚の資源管理は一国ではできない。関係各国との協力が必須だ。
これを怠って困るのは日本人だ。日本はまず襟元を正し、資源管理を主導せねばならない。

行き詰まる魚の多国間管理
日本は襟元正して〝旗振り役〟を

PART

5

M
IX

A
/G

ET
T

YIM
A

G
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カツオは日本で水揚げされるまでに、赤道近くの太平洋から北上してくる
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岸
︵
中
台
︶
関
係
の
隔
た

り
は
軍
事
衝
突
で
は
解
決

で
き
な
い
﹂︒
新
た
な
年

を
迎
え
た
１
月
１
日
︑
台

湾
の
蔡
英
文
総
統
は
新
年
の
談
話
で
こ
う
述

べ
た
︒

　

こ
の
地
域
が
戦
火
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は

誰
も
望
ん
で
お
ら
ず
︑
絶
対
に
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
北
京
五
輪
開
催
で
自
信
を

深
め
︑
成
果
を
強
調
し
て
秋
の
中
国
共
産
党

大
会
に
臨
む
︒
異
例
の
３
期
目
を
勝
ち
取
っ

た
そ
の
先
に
︑
習
近
平
国
家
主
席
が
見
据
え

る
も
の
は
何
か
︒
強
硬
姿
勢
を
隠
さ
な
く
な

っ
た
中
国
の
言
動
や
「
中
国
の
夢
﹂
と
し
て

掲
げ
る
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
る
復
興
﹂
と

い
う
"
野
望
"
を
直
視
す
れ
ば
︑
米
国
や
台

湾
が
具
体
的
な
時
期
を
示
し
て
"
有
時
"
の

分
析
に
走
る
の
も
無
理
は
な
い
︒

　

だ
が
︑
２
０
Ｘ
Ｘ
年
を
的
中
さ
せ
る
こ
と

が
勝
利
で
は
な
い
︒
最
悪
の
事
態
を
招
か
ぬ

こ
と
︑
そ
し
て
「
万
が
一
﹂
に
備
え
て
お
く

こ
と
が
重
要
だ
︒
政
治
は
何
を
覚
悟
し
︑
決

断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
︑
わ
れ
わ
れ
国
民

や
日
本
企
業
が
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
視

点
と
は
何
か
│
︒

　

ま
ず
は
驚
く
ほ
ど
に
無
防
備
な
日
本
の
現

実
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
︑
眼
前
に
迫

る
「
台
湾
有
事
﹂
へ
の
備
え
を
︑
今
す
ぐ
に

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

「
両

NATIONAL STRATEGY

WEDGE SPECIAL

OPINION

小誌2011年11月号では台湾海峡危機
のシミュレーションや国民保護の問

2021年11月号
台湾有事は日本有事

もはや他人事ではいられない

題について特集して
います。記事は右記
QRコードからご購
入いただけます。

迫
る
台
湾
有
事
に
無
防
備
な
日
本

そ
れ
で
も
目
を
背
け
る
の
か
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